
資料１

別海町下水道等事業経営戦略策定について

別海町建設水道部上下水道課

１ 経営戦略について

２ 本町の課題

３ 別海町下水道等事業経営戦略策定審議委員会について

公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経

営の基本計画について、総務省から各自治体の地方公営企業に対し、令和 7年度
までに策定するよう要請されています。

有 収 水 量 の 減 少
人口減少・高齢化等の影響で有収水量（下水道使用量）

は減少。

施 設 の 老 朽 化
各施設の老朽化が進み、将来の改築更新費用の増加が

懸念される。

厳 し い 財 政 状 況

公営企業会計一般会計の財政状況も厳しく繰入金へ

の依存が厳しくなるなか、本町下水道等事業を今後ど

のように進めていくかは本町の大きな課題。

目 的

公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続す

るため、中長期的な経営の基本計画となる経営戦略の

策定にあたり、専門的な観点を含め幅広く意見を求め

た検討を行うため設置する。

事 務 局 別海町建設水道部上下水道課

構 成

学識経験を有する者、下水道事業に識見を有する者、

各種団体を代表する者及び町民から合わせて７人（敬

称略）

ス ケ ジ ュ ー ル 等 令和５年度中 ５回程度開催予定（資料 参照）

別 海 町 下 水 道 等 事 業 経 営 戦 略
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１．面積及び役場の位置

２．町の沿革

明治12年7月 明治39年1月 大正12年1月
別海外４ヶ村戸長 別海外５ヶ村戸長 6村による合併

明治12年7月　

明治39年12月

大正12年1月

昭和46年4月

昭和46年4月
町制施行

別海に戸長役場設置（走古潭、西別、平糸、野付、別海の５村を統括し別
海外４ヶ村戸長役場と称す。）

和田村管轄の厚別村を編入して別海外５ヶ村戸長役場と改める。

野付郡別海村、野付村、平糸村、根室郡西別村、走古潭村、厚別村の６村
が合併し別海村となる。

町制施行され別海町となる。

別海村 別海村 別海村 別海町

野付村 野付村

平糸村 平糸村

西別村 西別村

走古潭村 走古潭村

厚別村

別　海　町　の　概　要 資料２

別

海

町

別海町　
BETSUKAI  TOWN

面積　　　　　　　　１，３１９．６３㎢

東経（役場の位置）１４５度０７分０３秒

北緯（役場の位置）　４３度２３分３８秒

東西　　　　　　　　　　　　６１．４km

南北　　　　　　　　　　　　４４．３km

人口（令和５年５月３１日現在）１４，２６０人

人　　　
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別海町下水道等事業の概要

資料３

別海町建設水道部上下水道課

令和５年６月
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1　下水道の仕組み
1.1下水道の役割

下水道の役割は、主に、①生活環境の改善、②雨水の排除、③公共用水域の水質の保全の３つとなります。

①
生活環境の改善

家庭などから出た汚水は、下水道管を経
て速やかに下水処理場へと運ばれます。
下水道の整備によって、街を清潔に保
ち、害虫、感染症、悪臭等の発生を防止
します。

②
雨水の排除

近年、各地で大雨の発生数が増加してい
ます。市街地では、雨水の流出量が著し
く増加します。雨水管等によるその速や
かな排除により、浸水の防除に寄与しま
す。

③
公共用水域の水
質の保全

生活排水等は、下水道管を通って下水処
理場へと運ばれます。下水処理場で汚水
に様々な処理や消毒を施した後、河川等
に放流することで、公共用水域の水質汚
濁を防止し、豊かな自然環境に寄与しま
す。
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1　下水道の仕組み
1.2下水道の種類（1/2）

別海町では、特定環境保全公共下水道及び農業（漁業）集落排水処理施設が利用されています。

（農林水産省）

（農林水産省）

（環境省、総務省）

一般的に下水道と
呼ばれるもの

下水道法の下水道 公共下水道 狭義の公共下水道

流域下水道 特定公共下水道

都市下水道
特定環境保全
公共下水道

（国土交通省）

下水道法以外のもの
農業集落排水
処理施設

漁業集落排水
処理施設

合併処理浄化槽

その他
（コミュニティプラント等）
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1　下水道の仕組み
1.3下水道の種類（2/2）

別海町では、特定環境保全公共下水道及び農業（漁業）集落排水処理施設が利用されています。

特定環境保全公共下水道
公共下水道のうち、主として市街化区域以外で設置される下水道であり、農山漁村の生活環境の改善を図るた
め、処理対象人口が10,000人以下の小規模下水道のことをいう。

農業集落排水施設
農業集落において、農業用用水の水質保全、施設の機能維持又は農村の生活環境の改善を図り、併せて公共用水
域の水質保全に寄与するため、農業集落におけるし尿、生活雑排水などの汚水や汚泥を処理する施設をいう。

漁業集落排水施設
漁業集落において、漁港及び漁場の水域環境と漁村の生活環境等の改善を図り、併せて公共用水域の水質保全に
寄与するため、漁業集落におけるし尿、生活雑排水などの汚水や汚泥を処理する施設をいう。

合併処理浄化槽
トイレの汚水だけではなく、台所、お風呂の生活雑排水も一緒に処理する浄化槽をいう。現在はトイレの汚水の
みを処理する単独浄化槽の新設は禁止され、合併浄化槽のみが認められている。

合併処理浄化槽

イメージ図
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1　下水道の仕組み
1.4　雨水事業

※別海町では、家庭の雨水管および雨水貯留浸透施設からの雨水管接続はありません。

浸水防除の一つとして雨水の排除を下水道事業が担います。
昨今の大雨により、浸水被害がたびたび発生しているため、雨水管を整備することにより浸水対策を進めています。

雨水対策のイメージ図

雨水貯

留タンク

雨水浸透

ます
雨水ます

雨水管

雨水貯留

浸透施設
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1　下水道の仕組み
1.5　下水の排除方式（汚水事業）

下水道の排除方式（汚水事業）は「合流式」と「分流式」があり、本町においては「分流式」を採用しています。

合流式下水道と分流式下水道のイメージ図

〇　汚水と雨水が同じ管で排除する 〇　汚水と雨水が別の管で排除する

合流式下水道 分流式下水道

合流管

雨水管

汚水管

仕組み
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1　下水道の仕組み
1.6　下水処理の仕組み（別海町全体の流れ）
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2　下水道事業の概要
2.1　汚水処理人口普及率

別海町 北海道 北海道（町村部） 全国

汚水処理人口普及率（％）＝（下水道処理人口+農業（漁業）集落排水人口+合併処理浄化槽人口）/行政人口

　　　（特定環境保全公共下水道＋集落排水＋合併処理浄化槽）

　令和３年度末時点での汚水処理人口普及率は87.1％であり、全国や北海道全体と比較しても低い水準にあり
ます。

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

※汚水処理人口普及率は、下水道処理人口の他に農業・漁業集落排水による処理人口や合併処理浄化槽による処理人口を
足した値を、行政人口で除した値です。

95.4％ 95.5％ 95.7％ 95.9％ 96.2％

90.9％ 91.4％ 91.7％
92.1％ 92.6％

84.3％ 85.4％ 85.1％
86.6％ 87.1％

100.0％

95.0％

90.0％

85.0％

80.0％

75.0％

70.0％

85.0％ 85.5％
86.2％
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2　下水道事業の概要
【参考】別海町汚水処理施設位置図

別海終末処理場
西春別終末処理場

走古丹終末処理場

別海漁業集落排水処理施
設

尾岱沼漁業集落排水処理施設

西春別農業集落排水処理施設

上春別農業集落排水処理施設

中春別農業集落排水処理施設

H6.3.18

日 最 大
処 理 能 力

216m3/日

供 用 開 始
年 月 日

H9.3.21

日 最 大
処 理 能 力

215m3/日

供 用 開 始
年 月 日

H3.3.26

日 最 大
処 理 能 力

910m3/日

供 用 開 始
年 月 日

H7.3.30

日 最 大
処 理 能 力

112.2m3/日

供 用 開 始
年 月 日

S61.11.1

日 最 大
処 理 能 力

2,475m3/日

供 用 開 始
年 月 日

H6.3.21

日 最 大
処 理 能 力

70m3/日

供 用 開 始
年 月 日

H7.3.30

日 最 大
処 理 能 力

106m3/日

供 用 開 始
年 月 日

H3.3.26

日 最 大
処 理 能 力

770m3/日

供 用 開 始
年 月 日
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2　下水道事業の概要
【参考】別海町下水道区域図（別海処理区）
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2　下水道事業の概要
【参考】別海町下水道区域図（西春別駅前処理区）
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2　下水道事業の概要
【参考】別海町下水道区域図（走古丹処理区）
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2　下水道事業の概要
【参考】別海町農業集落排水区域図（中春別地区）
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2　下水道事業の概要
【参考】別海町農業集落排水区域図（上春別地区）

16



2　下水道事業の概要
【参考】別海町農業集落排水区域図（西春別地区）
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2　下水道事業の概要
【参考】別海町漁業集落排水区域図（尾岱沼地区）1/2
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2　下水道事業の概要
【参考】別海町漁業集落排水区域図（尾岱沼地区）2/2
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2　下水道事業の概要
【参考】別海町漁業集落排水区域図（別海地区）
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3　公営企業の経営前提

　水道事業と同様に独立採算が前提となりますが、下水道事業の場合、公共性のある経費や能率的な経営を行っ
ても独立採算が困難と認められる経費は、税金である一般会計による負担を求めることも定められています。

財源 費用

国庫補助金

受益者負担金

受益者分担金

町費

（町税など）

企業債

（長期借入金）

下水道使用料
維持管理費
（下水道施設の
　維持管理費用）

町費
（町税など）

資本費
（施設の減価償却費、
企業債の利息など）

建設費

経
営
費

一般会計で負担する経費は、国が示す基準で負担が認められる基準

内繰入金と基準で示されていない基準外繰入金の２つがあります。
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別海町下水道等事業経営戦略策定スケジュール（案） 資料４

３月～５月 ６月～７月 ８月～９月 １０月～１１月 １２月 １月～３月

審議会準備 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回

- 令和５年６月 令和５年８月下旬 令和５年１１月上旬 令和５年１２月中旬 令和６年２月下旬

審議会に使用する資料の作成
別海町下水道等事業の概要等の説
明

経営の現状、施設の現状と下水道
等事業の課題
町民アンケート結果

中長期の投資試算・経営健全化へ
の取組
・経営の効率化への取組方針

素案（修正案）の提示
経営戦略の策定
・投資・財産試算を反映した経営
戦略の策定と審議会意見書

①委嘱状の作成
②町の概要資料作成
③下水道事業についての資料作成
④スケジュールの作成

①委員委嘱
②委員長の選出
③諮問
④経営戦略について
　・町の概要
　・下水道事業について
　・今後の予定

①現状分析（類似団体との比較）
②町民アンケート結果の取りまと
め
③今後の方針案

①投資計画・施設整備更新計画の
整理
　・今後の取組の検討（投資計
画・財源計画）
　・資金面からの施設健全方針
②補助金・起債予測
③水量予測（処理区域内人口・普
及率・有収水量・使用料収入等）
④他会計繰入金予測
⑤骨子案について
　（財政シミュレーション（素
案）の提示）

①経営戦略素案について
　・第３回における検討を踏まえ
　た素案（修正案）の提示

①パブリックコメントの結果につ
いて
②意見書について
③答申
④その他

経
営
戦
略

審議会

開催日

主目的

内容

各種データ集約

審議会準備

町

長

か

ら

の

諮

問

第１回

審議会

各種データ集約

第５回

審議会
第４回

審議会

第３回

審議会
第２回

審議会

骨

子

案

素案の作成

素

案

修正

パ

ブ

コ

メ

修

正

経

営

戦

略

町

長

へ

答

申

公

表

検

証

等

各種データ集約

骨子案の作成
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